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大学盟書糧問題都現金 京 都

干607欄8175京都市山科区大宅山間町 34 京都橘女子大学図書館 関北十生気付

(TeI) 075-574-4118 (Fax) 075-574-4124 

曹の鋼会及び研究簾告企画区ついて

( 1 )審の例会(2ついて
・当初の提案のように文化的要素をとりいれた内容とする。

・講師:安斎育郎氏(立命館大学国際平和ミュージアム館長・国際関係学部教授)

・テーマ図書館と私J(仮題)

*専門の放射纏防護学、平和学さらにはマジックまで、

先生が関わってこられた様々な分野と図書館との関わりを講演c

-時期 3月入試シーズン明けにする。

(2)研現鰻舎の企語巴ついてご窟毘・ご梧盟を 1

支部委員会では研究集会の企商について検討を開始しましたの現在下記の 4案が出され

ていますっ案の内容的なものは、 6ベージの第 3回支部委員会の報告に書いていますが

会員のみなさんからも積極的な提案を委員会として期待しています。

くA案>r書底システムの可能性J < B案>r欧米の図書館事情をさぐるJ
<C案>r大学図書館職員論のその後J くD案>r大学図書館のHPを検証j

上記企画案内容についてや別の企画案などがありましたら、是非委員に提案をお願いし

ます。提案はイメージ的なものでもかまいませんc お近くの委員、又は編集担当へメール

あるいは電話でもかまいません。

さらには、メーリングリスト

r yurikamomeJ でアイデアを討論する
のもいいと思いますが、出来るだけ全

ての会員のみなさんが積極的に参加し

てみようと思うようなものが考えられ

ればベストだと思います。

も

春の例会・研究集会企画・・・・・・・・・・・・ 1貰

目 自著紹介・・・・・・.... . . .， .. • • •• •..• • • 2頁

私のインターネット活用術(1)・・・・・・・ 3頁

第 3回支部委員会の報告・..........・ 5頁

次 連載小説 ( 12) リュウ・・・・・・・・・・・・・・ 7頁

数珠つなぎ (32) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8頁

ご意見・ご要望、投稿はメール、又は FAXで

編集気付 (kazuodesu@ma2.justnetne.jp) 回北まで
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小生は以前、本紙上で『障害者サービス~ (日図協)の自著(? )紹介をしたが、この
度、上記の冊子を刊行したので紹介したいc

自著とはいっても、責任者は B本図書館協会障害者サービス委員会聴覚障害者に対する

図書館サービスを考えるワーキンググループ編であり、小生はその一員として執筆・編集
を行ったわけであるじ余りにも長い名前なので、聴覚障害ワーキンググループと略したり
してし、る c

改訂版とあるように初版が勿論あり、こちらの方は 1986年、 1F L A (国際図書館連
盟)東京大会の直前に刊行された c 障害者サービスといえば視覚障害者サービス中心のイ
メージがまだあったことで、初版の刊行は、障害者サーピスの内容を広げるのに一定の役
割を持ったものと思われる c
さて、改訂版は初版以来の 12年の成果を吸収しつつ大幅に増檎されたc しかし、本紙
の読者は初版を見たこともない人が多いであろうから比較は省略し、直ちに内容に移る c

第 1章は「聴覚障害者ん聴覚障害者とはどんな人なのか、が簡単に叙述される c
続いて、第 2章は「聴覚障害者と接する図書館員のためにJc つまり、どうやってコミ
ュニケーションを成り立たせるか、について説明される乞とはいっても、現に自の前に聴
覚障害者がいないと、なかなか実感しにくいかもしれない。

ただ、京都地区の大学は、国公私立を問わず、比較的聴覚障害者を受け入れているので
手話で話したり、耳掛け式補聴器を付けていたりする学生を見たことのある人も多いので
は・・・・・・?

京大では小生がかつて学生として在学、そして今は綜合人間学部図書館で勤務している
ので、いやでも自にすることになるが・ 。

第 3章は「聴覚障害者への函書館サービスを進めるために」と題し、具体的なサーピス 一
体制の整備のやり方について、主として公立図書館を念頭に置いて説明している。
第 4章は「子供へのサ}ピスについて」なので、ここでは省略。

第 5章は「サービスをさらに広げるためにJとして、大学図書館、高齢者サービス、司
書雇用の課題について簡単に述べている。短い牽ではあるが必読であろう e
最後には関連文献や付録があり、参考になろう芯小生の翻訳文もある。

定価は税別 800円、是非ご一読願うとともに、ご自分の職場では、どの位の数の聴覚
障害学生が在籍していて、図書館として何が出来るのか検討していただきたいc

なお、秋田で開かれた全国図書館大会の障害者サーピス分科会でも改訂版の紹介があっ
たほか、午後のシンポジクムでは、小生が聴覚障害者サービスの基本について説明したe
大図研でも、新潟県長岡市で開かれた大会で初めて障害者サービスの分科会が持たれたn
画期的なことと思う。(小生も参加した)。次の東京大会でも障害者サーピス分科会の設
定を望むとともに、手話通訳等の手配もお願いしたいものである。(その分の費用はかか
るけれど・・・・・)

(まつのぶ しゅういち 京都大学綜合人間学部図書館)
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田北十生

支部報で今月号より「私のインターネット活用術j を連載で(たらいまわしで)掲載す
ることが、支部委員会で決まり、その第 1号(振り出し)は、私、回北が指名されましたc
その理由は、私がインターネット活用に長けているからでは、ない。実際はそのまったく
l逆で「はちゃめちゃ」な活用しかしていないからである。どうして、そういう人物が第 1
号に選ばれたかといえば、これがまったく私にとってはけしからん理由で、①最初がはち
ゃめちゃなら、後に続く人が安心して書ける c ②記事の内容が、段々良くなっていく、と
いうことだそうで、いわば支部長の生け賛的ご指名なのである c
そんな訳で表題を「気分次第のはちゃめちゃ活用法」としましたが、後に続く方は、
っかりとした活用術を掲載して下さい。

し

私は、インターネットの活用の柱は①ホームベージによる情報交換・交流 ②メールマ
ガジンの発行 ③Eメール(メーリングリストも含む)だと思っていますc 今回は取りあ
えず①のホームベージについて報告します乞

(1)ホームベージの活用
①「見る」ホームページは、まず見ることから始まる。日本でもホームベージはねずみ
算の様に増加していますが、海外のそれに比べるとどうもデーターベースを持ったものが
少ないように思われます。そういう意味では、各大学のOPACの公開が進んでいるのが、
まあ、一番のデーターベースかな?と思いますc私は確かに図書館の職員ではありますが、
かといって図書館関係のページばかり見ているわけではありませんじ
ここでは、自宅での活用ということで話を進めますが、その人がどんな活用をしている
かは、その人のパソコンのブックマークを見れば分かると思います。従って、ここで私の
自宅のマシンのブックマークの一部を独断で選んで紹介しますc

*楽園
h抗p://to.ma.to/cgilyojigoka.htm お笑いの部屋)
h句://www.asぬi-net.or.jp/-BX7S-~広/joke.h回

*電子出版

(世界幼児語化計画)

h句 ://www8.big.orjp/-noellmbox/ (伝言ボックス・システム)
h即://wwwjma:il.cojp 
h即://www.i企let.or.jp/-your/llSATSU.h回 (自殺するの?) 

*オンライン放送局
h句:/Iwv.明 .com1In.∞m/siteslrdirectlindexa.h回(a1lradio broadcas出glive on intemet) 
h杖p:J/WWVlT.ne回 dio.netl (ne甘adionetwork-list阻 150music channels) 
h句仇四lbr.mit.edul由討ons/bc.h回1 (radio bitca町 rs) 、

http://online-today.com/netcast.h回1 (online today persona1 netcast) 

*パソコン・ネット便利帳
http://www.p伺 ple.orjp/-victor-e/bnl ( [base bandJパックナンバーリスト)
h加世句p杯が:ゴ//a危ac3.おmc∞om.心.co∞oj却plμ-fl由 tνlwe出bma:il込l.h困 (恒He均l姶p Web Based Ma:il Se肝叩V吋叩iおceω) 

ht句中:/lρ'/www.r巾a泊id伽wa'可y.瓜 j昆plμ-w叩is臼e..;吋6ψ/ こちら Web 1 1 0番)
h句://www.people.orjp/-victor-elbaseb組 d.h回 1#Article2 (online windows pc magazine [b蹴 b阻 dJ)
h匂://www.big.. or.jp/":'roadistlnetiquette/ ネチケット千夜一夜)

*経営(事業経営者へのノウハウ)
h枝子//www.roumu.com/血dex.h回 I

-3 -



大凶緋京都 No.lo4U~~ð.l 1) 

*便利帳(エンジン付き)
ht午//www.nef.or.jp/ (NEF) 
htφ:此vww.ops.dti.nejp/-asa-yan/ねずみ講パスターズ)
http://member.ni丘y.ne.jp/yosikun/index.h回無料生活相談センター)
http://www.kagari.com/hello/ (hello) 
htゆ・//www6.big.orjp/-beyond品叫oklν (悪徳留法<)""Y'ニアックス)
h句://www.excite.com/ 
凶p://mag2.tegami.com/mag2/ インターネットの本屋さん『まぐまくや』
h句://www.hf.rim.or.jp/-白ijilmenu.h回 i
h即://www.bekkoame.ne必/-spaceinnl ( 5 0代からのシニアサークノレ紹介)
http://www.japanweb.ne.jp/ 
h句://www.ne.jp/asahi/stellar/scenes/ 
htゆ://www2m.biglobe.ne.jp/-bit/index.htm ( A Little Bit) 
h句:/1叩収click.or.jp/-king)咽町oh/m町 ou.htm 無料サービス案内)
h即://www.people.or.jp/-由 tor-eJb蹴b担 d.h凶 (PCマガジン)
h句://member.出会y.ne.jp/kenkou/index.h回 (Natura1 Beau匂T)
htゆ://www2k.biglobe.ne.jp/-ondalchos政u/chos紘u.h回 (著作権)
h句://www.studentadvan飽肝心om/qpiψkisses/ (student adov担.tage:匂it: kiss) 
h句://www.n仕co.jp:80/jap皿/index.h回(Japaneseinformation) 
http://www.ifuet.or.jp/-darumaILinks.html 
凶p://www.magazine.co.jp/ma伊zine/home.h回 l
htゆ://wwwl.isl担 dnet.com/-l町ee/f:担mai1.h出 I#Models
h均://www.collegebound.∞m/keypa1s/ 

*観光
http://web勾Toto-inet.or.jp/people/tomo_ nI京都選集)
h均:!/www.geocities.co.jp/SilkRoadl6129/ ぶらり散歩道)
h社p://www.m21.or.jp/fame/
h句 ://www.ecoぬimane-u.ac.jp/-yamamoω/netサob/y山 dati.html
htゆ://www.joru白n.co.jp/
h句://www.wnn.or.jp/wnn-asial 
h句:/l帆 NW.coara瓜 jp/-krn句/湯布院見聞録)
h句://pl泣 a.globe.or.jp/gio/index.h回地球の歩き方J

*文学・芸術
h抗p://www.n討i.or.jp/home/yumepage/ 
h句://www.inc1.or.jp/也 kionl ギリシャ神話データーベース「神聖紀J)
htゆ://www.freepage.toぬl.co.jp!ligh也ouse/
h句://www.geocities.co.jpぶ姐防way-Kaig回/6972/
h句://www.jade.dti.ne.jp/-h-on白血dexl.h回1
htゆ://us.imdb.comIMore?quotes+Independence+Day+(1996) 
htゆ://www.m21.or.jp!love300/index.h回女神からのメッセージ LOVE & ART) 
http://pl田a16.mbn.or.jp/-出国g出/大伴家持の世界)

*BOOKS 
htゆ://www.trc.co.jp/tr吋apalindex.ぉp
h句://www.onelook.com/index加設
htゆ:!/www瓜 αnu.eduJbooks.html
http://www.asahi.comJbooksJindex.h出 l
h社p://www.php.co.jpJbook/forum.h旬J.l.
h句://www.shohyo∞.jp/top油田1
h句:/!www.ebookco.jp/
h句://mag2.tegami.com/mag2/ 
h句://www.book-kanda.or.jp/ 
http://www.kosho.or.jp/ 
h句://www.books瓜 jp/ 本を探す)

*エンジン
h句://hom.p.u-tokyo.ac.jp/inde吋p.html

*データーベース集

(書評)

(書評)

(古書)
(古書)

(図書館情報学のための検索エンジン)

http://www.mietsu.tsu.miejp/ippeilscriptsJindex.s出 (A free homepage report 白dex)
http://www品 m.hi-ho.ne.jp/aiikulnet伊 de.h出 (NET GUIDE) 
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http://www.国 d.or.jp/-kamei/6_law.htm1 (WEB六法)
h匂://ilc2.dosrusha.ac.jp/usersJkkita%nlineJ
http://rnanzoku.topicaor.jp/daicen/kenl 

(resouces 国 d Jounals) 
(京都地域大学研究者データーベース)

*辞書
h壮p://member.ni負y.ne.jp/-toyoki円pcdic/ (PC dic) 
htゆ://www.si.gunma-u.ac.jp/peopleJjs/s5601088!TEXTITEXT.HTM
htや://www.benri.com/domainl 世界のドメイン情報)

(知識の宝庫)

htゆ://home.impress.∞.jp/magazine/ine白羽g/m唱na:vi/ip9612/mini加ok/ (基本用語辞典)
h句:I/www.edu.ipa.go.jp/mirrors/togane悼s/neti抑制もerms.h制約1向 uette イン1-*，ト用語辞典)
h句://pweb勾x.or.jpl吋S町osh-i/ コンピューター用語読み方辞典)
h社p://www.jeims.co.jp/z符UJ マノレチメディア辞典)
h社p:/JuxOl.so-net.or.jp/--吋ewerlindex.htn吐 (拡張子辞典)

*図書館HP
h性p://vlib.stanford.eduJOverview.h訂nl (Vir飽al Library ) 
htゆ:/fwww-s知dent.ulis.ac.jp/virtual-library /:鈎切回t.h加吐
http://www.1ib.ynu.ac.jptLINKIlibr町 .h出 1 (本と図書館に関する情報)

②「送る」ホームページは、

本私のホームページ

自分の作ったホームページです。

h伐p:/1www2.jus紐et.ne.jp/-k担 uodesu/index.btm ( Aphrodite) 

②メールマガジンと③ E-mailは、機会があれば、書きますが、今回はこれで終わりとし

ます。是非一度上記リストにアクセスしてみて下さい。 ζf今作P九J....6i) 

F一ー 第3国支部醤属舎の報告
I 1 9" 9 8年 11月 10 s (火)同志社大学クローパーハウス(午後 7時""""'9時)
|出席篠原、中嶋、田北、井上、大館 欠席:竹本、呑海
!I [報告事項1
I 1.全国委員会 1 1月 1日(日)
1 )全国大会(2 9回/新潟)総括

1.大会関係決算 3 3万円の残金があり、大会基金に操入
2.大会開催マニュアルの必要性・明文化されたものをつくる必要がある。
3. 大会開催地の負担軽減について
「受付窓口を常任としてはJr宿泊を切り離す方式j という提案が出た。

2 )全国大会(3 0回/東京)について
1.日程第一候補 8月 7臼(土)........， 9 s (月)

第二候補8月21日(土)........， 2 3日(月)
2 .会場 宿泊と切り離し、別会場とする。宿泊先は参加者が各自で確保
する方式で宿泊先のリストを示すにとどめる。これにより、相当程度実
務を軽減出来る見込み。
3. 30囲記念大会でもあり、かつて開催されていた記念講漬を復活させる。

3) 3 0周年記念行事について
1. 3 0周年記念行事の内容を検討するために、全国各地から担当委員を
募り検討を進める。その後、実行委員会を組織。 3月までに成案を出す。
2.近畿地区については、 2名が割り当てられたので、大阪支部より一名、
京都支部よりー名を選出するこ Eとした。
*京都支部からは井上委員を担当委員にすることに決定した。

4) 出版関係
来年 2月墳、次号 (22号)論文集を発行予定。投稿規定を改定し、次回論
文集より、レフェリ一方式を採用する。査読を依頼されたら、協力されたい。

5 )専門職制度をめぐる案件について
アピーノレの形式はとらず、「大学の図書館Jで問題をとりあげたり、論文集
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入会案内改訂販の作成を検討中c

-全般として遅れている 5
1 2月号(大会記録号) ~ 1 2月初旬発送予定

-名簿改訂版、組織2. 

3. 会報の発行
・11月号、

6名

-現在の支部会員数 94名

. 1997年度会費未納者

-会場、時聞は未定

2. 会呈情報

3.財政情報
・1998年度会費納入者

. 1996年度会費未納者

{連絡事項】
1 .近畿 4支部合同例会(兵庫支部主催)
1月 23 r3 (土) 1"震災文庫について」
[審議事項】

1 .京都精華大学情報館見学会

6 7名

1名

.10月支部報の案内の内容の確認、

2. 春の例会について
・当初の提案のように文化的要素をとりいれた内容とする c
・講師:安斎育郎氏(立命館大学国際平和ミュージアム館長・国際関係学部
教授)
・テーマ図書館と私J (仮題)
*東京大学時代からの関わり、専門の放射線防護学、平和学さらにはマジ
ックまで、先生が関わってこられたさまざまな分野と図書館との関わり
を講演していただく

-時期 3月入試シーズン明けにするご

• 

3.研究集会を含む今後の企画について
<A案>r書庖システムの可能性J
生協、紀伊国屋、丸善などが提供する発注システムを実際に紹介し、
題点や可能性を検討してみる c
本業者との交渉、プレゼ、ンテーションのための環境が必要
*単なる業者の宣伝の機会提供の場となるのは避けたいe
<B案>r欧米の図書館事情をさぐるj
大学問ネットワークやコンソーシアムなど、欧米の現在の図書館事情を探る
ことによって、日本の大学図書館の現状を考える。
Oキーワード ライブラリーコンソーシアム、メタデー夕、 Z3 9. 
*海外の視察、研修者や来日中のライブラリアンが招轄できればベター
<C案>r大学図書館職員論のその後j
「学術司書制度Jの提案、アウトソーシングなど図書館職員をめぐる動きはめ
まぐるしい 3 他方でインターネットは様々な図書館サーピスの可能性を提示し
ているようにも思われる。そこで会員の様々な経験を紹介し、交流することに
よって、図書館職員像を検討するョその際、 Bとの関連で欧米のライブラリア
ンの実際が紹介できればベタ
*このテーマ自体は普から常に大学図書館を論じる中で、底流としてあったが、
その時々の状況によって、現れ方が違う。おそらく決着がつかない性質のもの
だと思うが、常に念頭に置いていく必要がある c
<D案>r大学図書館のHPを検証j
ほぽ出そろった日本の大学図書館のホームベージ。
向を検討する c
*そのほか最近おこなわれていない資料研究もふさわしい企画といえる。

その間

5 0 

その特徴と今後の発展方

4. 支部報について

5. 次回支部委員会 (水)
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新連載小説第 12回
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作西田 治

そんなある日、また、例の奥様方の訪問を受けた。
「まさかリュウを保健所に引き渡すような残酷なことはしないでしょうねc それが心配で
お願いに来ました」という次第である。先手を打たれて、私と圭子は唖然としてしまった e
どうして保健所の話が譲れたのか不思議だった。圭子は淳一に「あんたがいったんだろ

と噛みついた。「僕、そんなこというわけない」と抵抗する。すったもんだしたあげく到
達したのは、どちらの言い分も正しいということだった。淳一は確かに近所の奥様方には
話してなかった e ただリュウに言ったのである。それを誰かが聞いていて、奥様方に伝わ
り、これは大変だということになったのが真相らしいc
おかげで、悲たちは頭を抱えてしまった。私は腰を据えて淳ーと話をする以外にないと

思ったc それで、淳ーを呼び、詳しく、辛抱強く話を聞きだした。
結果、分かったことは、リュウが大きくなり体力も強く、淳ーが散歩に連れていくと、
リュウは、淳一にお構いなく走り回る。淳ーはそのリュウに引き回されて、散歩と言うよ
り、かけっこになっているようなのである。これじゃ、淳一も持たないのは当たり前で、
従って、淳一はへとへとになり、やっとの思いでリュウを連れて帰ることになるむ淳一に
とっては、長時間の散歩なんて、とんでもない話である c しかし、自分がリュウを飼うこ
とを言い出した分、責任を感じて今まで黙っていたというのである。私はそういう淳ーが
いじらしく患えたε そこで圭子とも相談の上、以後リュウの散歩は私が、することにした=
圭子も協力すると言ってくれた。

老人の日ともなると残暑も和らぎ、時折、心地よい風が部屋の中に入ってきた。その秋
を思わせる風に誘われて、私の中の例の虫が動き出した。整理病という虫である c この虫
に取り付かれると私は際限がなくなる。部屋の掃除を念入りに済ますと、今度は棚、机の
引き出しの中まできちんとしたくなる。不必要になった書類や小物が沢山あり、私はゴミ
袋に放り込んでいく。書類は不要であるかどうか、しっかり見ないといけないので、時間
はどんどん過ぎていく C 焦ってくる。圭子は、そういう私を、また病気が始まったという

ような態度で無視している。
「手伝ってよ」と、私は必死で整理に精出しているのであるが、圭子は本棚から本を一冊
抜いて、さっさと口もきかずに美穂の部屋に行ってしまったc
書類入れを整理していたら古い預金通帳が幾っか出てきたc 使わなくなって 10年前後
経ている物ばかりである e 残高を見ると数百円、最も多いもので四千円程度である c しか
し、それは通帳記入が最後のものなのかどうかも不明である。もう印鑑さえ見あたらない

通帳もある。実際はもうみんな殆どゼロに近いに違いないと思うと、どうでもいいような

気分になり、思い切ってゴミ袋に捨てたc
夕方、「コーヒ一入れたよ」という宝子の芦に、やっと切りを付けて居間に行った。整
理の後のコーヒーは格別だったむなにか充実感あり、何時になく良い気分になった。
コーヒーを飲みながら、庭先の小さな植木が風に気持ちよく揺れているのを眺めていたら、
どうしたことか、ゴミ袋に捨てた預金通堰のことが思い出された。すると、だんだん気に i

なりだしたc 遂に、腰を上げ、ゴミ袋を開けて、通帳を回収した。たとえ僅かであっても
捨ててしまうことはないだろうと患ったからである。付着した汚れを雑巾で拭き、書類箱

の中に戻した。圭子はそんな私を見て、鼻で笑ったc
夕食を済ませてテレピを見ていたら、また通帳のことが気になってきた。今度は残高の

ことであるむ
(次号に続く)
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@ 京都大学経済学部図書室 すが しゅうし、ち

占大図研京都桝つなぎ第32園 管 修ー さん @ 
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舗

思うこと
(持制\I!~単純ぽ主(

図書館職員の専門性って何なのでしょう。

本に関わる専門職というにしては，日常業務に流されていく中で，別段資料に精通する部

分もなく， 日々を過ごしているように思いますっ公共図書館なら利用者との関わりで，リ { 

ードする部分が大きいのでしょうが、大学図書館の場合は研究支援職員として位置づけら

れていますので、図書館職員がリードしていく部分は少ないようです。

しかし，考えてみればJ3常に流されてしまっているのではないでしょうかc 何かきっ

かけを作って、資料に精通する機会を見付けることも必要なのではないのでしょうかこ

私は 20代のころ、上司に恵まれ、幸運にも DIALOGの講習会にいくことができましたご

そして、図書館職員ですので主題知識は乏しかったのですが、お伍DL別Eや CASearchとい

ったデータベース・ファイルをレコードの構成項目と索引語の切り出しという観点から知

ることの大切さを教えられました。そして、データベース・ファイノレを知るために『薬学

図書館Jl~医学図書館』あるいは『書誌索引展望』といった雑誌を検索しては自分の知識

の欠落部分を埋めていきました c その時、自分なりに利用者がしている文献検索を疑似体

験したような気持ちになりもしました O

大阪教育大学に勤めていたときには、明治時代の子どもの教科書に強い関心を持ちまし

たc ここでも当時の上司の英断で、図書館員の手で教科書展を開催しました ε その時に、

『日本教科書大系Jl (講談社)や『教科書の社会史Jl (岩波新書)といった教科書の歴史

についての本をたくさん読んで、教科書現物とその背景を理解していきました。(

『教科書の社会史』の著者、中村紀久二氏は国立教育研究所教育図書館事務長を勤めら

れた方ですc 私は会ったこともないのに、身近に感じましたz 研究機関の図書館職員だか

らですc 中村氏の手になるたくさんの著作を読むと、氏に会いたくなりました。私は大阪

教育大学の部下たちを伴って氏に会いましたe

氏がレファレンス業務や諸々の図書館業務の中で、教科書の歴史を究めていかれたお話

をうかがいました。

日常の場面場面の中で出会ったこと、それを図書館職員なりのこだわりで、資料に精通

できるきっかけに出来れば、と思うのです。それが教科書展でもいい、情報検索でもいい、

何か自分の仕事と結びついていれば、と思うのですc

図書館のコンピュータ・システム化が進み、そのリプレイスが何年かに一度あると、そ

れに巻き込まれ、追われてしまいます。それも大事なことです。でも、資料を知るきっか

けがないと、何か大きなものに流され、本が好きだからなった図書館職員という初心を失

いそうになるので、そういう心に浮かんだことを書きましたっ
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